
　難病のある人が体調を悪化させないためには、通院や服薬等の治療を継続することや、疲労やストレスをため
ない生活を心がける等、病気の再燃や進行をできるだけ予防するための健康管理が大切です。
　あなたの場合、どのようにすると体調が崩れるか、そのきっかけや理由は何か、体調の変化をどのように知る
ことができるか等、過去の経験を振り返り、整理しましょう。分からないことは担当医に相談し、同病仲間の知
恵や工夫も活用して、どのようにしたら健康管理を上手にできるのかを考えましょう。

3-1

ワーク

職場で健康管理を上手にする方法

① 過去に病気が悪化した経験を振り返りましょう
　これまでに、病気が悪化したり、悪化しそうになったりした経験はありませんか。その時の経験から、気をつ
けることや対処法を考えてみましょう。
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② 医師と相談したいこと
　健康管理と職業生活の両立には、身体に無理のない仕事内容や職場側の配慮に加え、健康管理による仕事への
支障や職場の人たちへの負担を最小限にするために、通院の間隔や予約時間、治療方針などについて、医師と相
談することも大切です。

医師に相談したいこと

□ 定期的な通院など、治療のための休みや早退を減らしたい　（診療時間、処方、夜間、土日の予約など）
□ 病状を知るための検査数値（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
□ 検査や手術などの日程調整
□ 仕事への影響が少ない薬にしてほしい
□ 職場の健康安全配慮について意見がほしい
□ できるだけ入院しないで治療を受けたい
その他

あなたから医師に説明すること

病気や治療が仕事に影響していると思うこと

あなたが職場へ病気や健康管理についてどのように説明しているか、それに対して職場がどのような配慮を行ってい
るか

健康管理のために行っていること

医師との相談の結果

医師の助言をふまえて、あなたの考えを整理しましょう


